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復興に向けた計画づくりに関する 

アンケート調査へのご協力のお願い 
このたび、東日本大震災により、被災された皆さまに心からお見舞い申し上げます。 

さて、宮古市では、現在一日も早い復興を目指し、６月１日に「宮古市震災復興基本方針」を発表

し、１０月をめどに復興に向けたまちづくりの計画の策定を進めているところです。なお、計画づく

りについては、適切な情報提供と意見収集を行うなど、市民と行政とのパートナーシップによる参画

と協働を基本として進めます。 

そこで、皆さまのお住まいや生活などに関するお考えをお聞かせいただき、今後の復興計画策定の

参考として活用させていただくことを目的にアンケート調査を実施いたします。 

つきましては、ご面倒をおかけいたしますが、調査の趣旨をご理解いただき、本アンケート調査に

ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

平成２３年７月 宮古市 

 

◆ご記入上の注意◆ 

※ できるだけ世帯の代表の方（主たる生計者）がお答えください。 

※ ご記入いただいたアンケート票は、同封した封筒に入れ、７月２６日（火）までにポスト

にご投函ください。（切手は必要ありません。） 

※ ご質問やお問合せは、宮古市総務企画部復興推進室 

【電話：0193-68-9096 FAX：0193-63-9114】までご連絡ください。 

 

 

問１：世帯の代表の方についてお聞きします。 

それぞれ当てはまる番号を１つ選び○を付けてください。 

ア）性別      イ）年齢 

１．男   

２．女 
 

１．１０歳代  ２．２０歳代  ３．３０歳代  ４．４０歳代 

５．５０歳代  ６．６０歳代  ７．７０歳代以上 

ウ）現在の家族構成は、次のどれに当てはまりますか。 

１．単身世帯（１人で住んでいる世帯）    ２．一世代世帯（夫婦で住んでいる世帯） 

３．二世代世帯（親と子で住んでいる世帯）  ４．三世代世帯（親と子と孫で住んでいる世帯） 

５．その他の世帯（1～4のいずれにも当てはまらない世帯） 

エ）現在のお住まいは、次のどれに当てはまりますか。  

１．震災前と同じ住まい  

２．震災前と別な住まい     

具体的には １．仮設住宅   ２．民間賃貸住宅   ３．公営住宅 

４．避難所    ５．親類や友人宅 

６．その他（具体的には               ） 

オ）震災前のお仕事（職種）は次のどれに当てはまりますか。 

１．農林業の従事者      ２．漁業の従事者    ３．製造業・建設業の従事者 

４．販売・ｻｰﾋﾞｽ業の従事者  ５．公務員・団体職員  ６．主婦（夫） 

７．学生    ８．無職    ９．その他（具体的には                  ） 

カ）｢主婦（夫）｣｢無職｣の方以外にお聞きします。震災前の職場(学校)の場所はどこですか。 

１．宮古地域（市内中心部）    ２．愛宕・光岸地地域     ３．鍬ヶ崎地域 

４．藤原・磯鶏地域   ５．高浜地域    ６．金浜地域    ７．崎山地域 

８．津軽石地域     ９．赤前地域    10．重茂地域    11．田老地域 

12．その他の宮古市   13．県内      14．県外 

キ）震災前にお仕事をしていた方にお聞きします。震災後のお仕事に変化はありましたか。  

１．震災にともない休業した（自営業など）  ２．震災にともない廃業した（自営業など） 

３．震災にともない休職した（サラリーマンなど）   ４．震災にともない失業した（サラリーマンなど） 

５．震災前後の変化はない          ６．その他（具体的には            ） 

 

問２：震災前のお住まいについてお聞きします。 

それぞれ当てはまる番号を１つ選び○を付けてください。 

ア）震災前のお住まいの場所は、次のどれに当てはまりますか。 

１．宮古地域（市内中心部）    ２．愛宕・光岸地地域     ３．鍬ヶ崎地域 

４．藤原・磯鶏地域   ５．高浜地域    ６．金浜地域    ７．崎山地域 

８．津軽石地域     ９．赤前地域    10．重茂地域    11．田老地域 

12．その他の宮古市   13．県内      14．県外 

イ）概ねの住所をご記入ください。【丁目・地割・字名まで記入してください。】 

  
 

                       

 （記入例）  

   愛宕一丁目    

ウ）震災前のお住まいの種類は、次のどれに当てはまりますか。 

１．持ち家                     ２．借家 

３．共同住宅（アパート、社宅、賃貸マンション）   ４．公営住宅 

５．その他（具体的には                                 ） 

エ）震災によりお住まいはどのような被害を受けましたか。 

１．流出（基礎だけ残して建物が流出）       ２．全壊（２階の床以上の浸水） 

３．全壊（１階の天井まで浸水）          ４．大規模半壊（床上１ｍ以上の浸水） 

５．半壊（床上１ｍ未満の浸水）          ６．一部損壊（床下浸水） 

７．その他（具体的には                                 ） 

８．被害なし        

    ※「被害なし」を選択した場合は 問４ へお進みください。 

 

問３：今後のお住まいをどのようにお考えですか。 

ア-1）どの場所に住みたいとお考えですか。    ア-2）どのようなお住まいをお考えですか。 

当てはまるもの１つに○をつけてください。     当てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．震災前と同じ場所 

２．震災前に住んでいた近くで津波被害を受 

けない場所（高台など） 

３．市内で津波被害を受けない場所 

４．市外 

５．その他（具体的には         ） 

 １．既に被災した住宅を補修した 

２．被災した住宅を補修して住みたい 

３．新築または持ち家を購入したい 

４．民間の賃貸住宅に住みたい 

５．公営住宅に住みたい 

６．現時点では未定 

７．その他（具体的には          ） 

イ）前問の回答の理由についてお答えください。当てはまるものすべてに○をつけてください。 

１．住み慣れた地域を離れたくないから   ２．仕事場が近いから 

３．生活するのに便利だから        ４．２度と津波の被害を受けたくないから  

５．近所づきあいができるから       ６．子どもの教育環境を考えているから 

７．早く自分の住宅を確保したいから    ８．住宅の建築や敷地の取得に費用がかかるから 

９．その他（具体的には                                  ） 

 

裏面もあります 
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問４：これからの暮らしにおいて、不安なことについてお聞かせください。 

ア）これからの暮らしにおいて不安に感じることはありますか。 

特に、当てはまるもの３つまでに○をつけてください。 

１．住宅を確保できるか不安である 

２．就職や事業の再開など仕事を確保できるか不安である 

３．震災前の収入を得られるかなど生活が自立できるか不安である 

４．これまでの近所づきあいが薄れてしまうことが不安である 

５．買い物などが不便になることが不安である 

６．医療や介護施設の利用が不便になることが不安である 

７．子どもの教育環境や進路などに不安がある 

８．余震や二次災害が不安である 

９．特に不安なことはない 

10．その他（具体的には                             ） 

 

 

 
 

 

 
 

ア）「すまいと暮らしの再建」 

１．経済的な支援など生活再建に向けた取り組み 

２．個人住宅の再建支援や公営住宅等の整備など住まいの確保に向けた取り組み 

３．心身の健康の維持・増進に向けた取り組み 

４．医療体制の確保に向けた取り組み 

５．児童・生徒の心のケアの充実に向けた取り組み 

６．学校教育環境の整備や就学支援の充実に向けた取り組み 

７．社会教育・生涯学習環境やスポーツ・レクリエーション環境の整備に向けた

取り組み 

８．雇用の場の確保や雇用に係る相談体制の充実に向けた取り組み 

９．地域のコミュニティの強化・再生に向けた取り組み 

イ）「産業・経済復興」 

１．生産施設の復旧、生産者支援、地産地消等の農林業振興に向けた取り組み 

２．施設の復旧、生産者支援、魚市場整備等の漁業振興に向けた取り組み 

３．工場の復旧・再建、事業者支援、用地整備等の製造業振興に向けた取り組み 

４．店舗の復旧・再建、事業者支援等の商業・サービス業振興に向けた取り組み 

５．施設の復旧、事業者支援、観光ＰＲ等の観光振興に向けた取り組み 

６．施設の復旧、事業者支援、港湾利用促進等の港湾振興に向けた取り組み 

７．海洋産業や環境・自然エネルギー等の新たな産業創出に向けた取り組み 

８．新規創業や事業者が連携・共同して行う新たな事業創出に向けた取り組み 

ウ）「安全な地域づくり」 

１．防潮提や湾口防波堤等のハード整備に向けた取り組み 

２．道路や公共交通の再整備など災害に強い交通網の形成に向けた取り組み 

３．道路、河川や漁港など公共土木施設の早期復旧に向けた取り組み 

４．防災意識の向上や自主防災組織の育成など地域防災力の向上に向けた取り組み 

５．市民への情報伝達手段や地域ごとの避難計画の策定に向けた取り組み 

６．災害記録の作成や防災教育の充実など災害記憶の継承に向けた取り組み 

７．自然エネルギーの活用に向けた取り組み 

 

問５：あなた自身で、今回の震災をきっかけに今後どのような備えをしたいと思いますか。 

ア）あなた自身は、今後どのような備えをしたいと思いますか。 

当てはまるものすべてに○をつけてください。 

１．避難訓練や防災訓練に積極的に参加する   

２．いつでも助け合えるように近所づきあいを活発にする 

３．家族で避難場所や避難ルートを話し合う 

４．非常時持出袋等を準備する 

５．地震や津波に関する知識を学習し、震災の経験や教訓を後世に伝える 

６．その他（具体的には                                 ） 

 

 

 

 

問７：これからのお住まいや職場、宮古市の復興に向

けた計画づくりに関して、ご意見やご要望、お

悩みのことなどを自由にお書きください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～ ご協力ありがとうございました ～ 

特に当ては

まる施策へ

のお考えや

具体的な提

案など 

特に当ては

まる施策へ

のお考えや

具体的な提

案など 

 

特に当ては

まる施策へ

のお考えや

具体的な提

案など 
 

問６：現在、宮古市では復興に向けた計画づくりに向け、次の３つの分野で施策の検討を進めています。 

「すまいと暮らしの再建」「産業・経済復興」「安全な地域づくり」それぞれの分野について、大切であると思うことは何ですか。特に、当てはまるもの

３つまでの番号を   に記入してください。また、施策に対するお考えや提案などがありましたらお書きください。 

 

番号     当てはまる施策に関するお考え 

 

番号    当てはまる施策に関するお考え 

 

番号    当てはまる施策に関するお考え 

 

 ⇒ 
 

 

 ⇒ 
 

 

 ⇒ 
 

 

その他 ⇒ 
 

 

 

 ⇒ 
 

 

 ⇒ 
 

 

 ⇒ 
 

 

その他 ⇒ 
 

 

 

 ⇒ 
 

 

 ⇒ 
 

 

 ⇒ 
 

 

その他 ⇒ 
 

 

 


